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第４９回藤沢市地産地消推進協議会議事録

１　日　時　　２０２１年（令和３年）１０月１８日（月）午後２時～

２　場　所　　藤沢市役所本庁舎８階　８－１，８－２会議室

３　出席者　（１）委員　１３人

ア　会場での参加

北会長、高橋副会長、湯澤委員、葉山委員、

戸田委員、青柳委員、田中委員、林委員、中山委員

西委員、友田委員、佐藤委員、加瀬委員

（２）事務局　１０人

中山経済部長

（産業労働課）

饗庭課長

（農業水産課）

及川課長、安部川課長補佐、鈴木課長補佐、

福岡上級主査、重森主任、志村主任、相原主任、

三本職員

４　傍聴者　　なし
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事務局

（安部川）

【第４９回藤沢市地産地消推進協議会】

それでは、定刻となりましたので、ただいまから第４９回藤沢

市地産地消推進協議会を開催させていただきます。本日、司会を

務めます農業水産課の安部川と申します。よろしくお願いいたし

ます。

なお、本会議につきましては、新型コロナウイルス感染症対

策として、前回と同様に会場とオンラインでの参加を併せて会

議を開催させていただく旨の通知をしておりましたが、オンラ

インでの参加希望者がいらっしゃらなかったため、新型コロナ

ウイルス感染症対策を講じて会場のみで実施をさせていただき

ます。

〇会議中についてのお願いになります。

・換気のため、ドアを開放させていただきます。

・マスクについては、会議中においても着用していただきます

ようお願いいたします。

・マイクについては、その都度、除菌させていただきます。

〇次に、会議中のご発言についてでございますが、挙手をして

いただき、事務局職員がマイクをお届けしますので、マイクを

使って名前を名乗っていただいてからご発言くださいますよう

お願いいたします。

本日の会議につきましては、２０名の協議会委員の内、　１１

名の方が出席しております。藤沢市地産地消推進協議会規則第５

条に規定する会議成立要件の過半数を超え、会議が成立しており

ますことをご報告させていただきます。

また、本日ご都合により欠席の方がございますのでご報告いた

します。
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高橋副会長

・さがみ農業協同組合組織経済部販売課

　ファーマーズマーケットわいわい市藤沢店から選出の大矢委員

・江の島片瀬漁業協同組合から選出の北村委員

・藤沢商工会議所から選出の大嶋委員と吉田委員

・藤沢市商店会連合会から選出の金井委員

・横浜丸中青果株式会社湘南支社から選出の山田委員となっ

ております。

　また、事故の関係で渋滞に巻き込まれ、遅れるという連絡があ

りましたのが日本大学生物資源科学部から選出の北会長と藤沢

市立小学校長会から選出の加瀬委員から連絡をいただいており

ます。

　畜産会から選出の和田委員につきましては、連絡はきていない

ですが、本日出席ということで、おそらく渋滞に巻き込まれてい

ると思いますので、遅れて参加ということになるかとは思います

ので、よろしくお願いいたします。

開会にあたりまして、本来なら北会長からの挨拶となりますが、

渋滞に巻き込まれて遅れてくるということですので、協議会規則

４条の中で副会長は会長を補佐し、会長が欠けたときはその

職務を代理するという規定がございますので北会長が来られる

までの間は高橋副会長の方に進めていただきたいと思います。

それでは、高橋副会長ご挨拶をお願いいたします。

　皆さんこんにちは。お忙しい中第４９回藤沢市地産地消推進

協議会にご参加いただきましてありがとうございます。これか

ら、議題に沿って早々と入ってまいりたいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。
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事務局

（安部川）

２　議事録の確認

ありがとうございました。

それでは、次第２「議事録の確認」に移ります。

第４８回藤沢市地産地消推進協議会の議事録を事前に送付し

ておりますが、修正箇所等はございますでしょうか。

よろしいでしょうか。

修正がないようですので、第４８回藤沢市地産地消推進協議会

の議事録を確定させていただきます。なお、議事録につきまして

は、市民相談情報課に提出をして、市民の閲覧の対象となります

ので、ご承知おきください。

次に、本日の議題に入ります前に、お手元の資料の確認をさせ

ていただきます。

事前に送付させていただいている資料になりますが、

① 次第（裏面は名簿）

② 資料１　藤沢産利用推進店認定状況について

③ 資料２　令和３年度地産地消に関するアンケート調査に

ついて

④ 資料３　第５期藤沢市地産地消推進計画（案）

⑤ 資料４　第５期「藤沢市地産地消推進計画」（素案）から

の変更箇所等一覧表

となります。なお、机の上には閲覧用として、第４期藤

沢市地産地消推進計画を置かせていただいております

ので、必要に応じてご覧いただきますようお願いいたし

ます。資料について不足等ございませんでしょうか。

本日の会議につきましては、すべての議題を公開としておりま

すが、傍聴希望者はおりませんでしたことをご報告させていただ
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事務局

（安部川）

高橋副会長

　事務局

（重森）

きます。

ここからの進行につきましては、高橋副会長にお願いいたしま

す。

３　議　題　

それでは、早速、議題に入らせていただきますが、本日の会議

の記録を作成する関係上、発言内容を録音させていただいており

ますので、あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。

それでは、「議題（１）藤沢産利用推進店の認定状況につい

て」、事務局から説明をお願いします。

農業水産課の重森です。よろしくお願いいたします。着座に

てご説明いたします。まず、資料の１藤沢産利用推進店認定状

況についてになります。前回の協議会以降の内容についてご説

明いたします。藤沢産利用推進店の新規の申請がありましたの

で、藤沢産利用推進店認定要綱に基づき、１０月６日に認定審

査会を開催いたしました。新規の店舗数は２の審査会日程を店

舗の詳細については表をご覧ください。１０月６日に認定した

のが２７´ｓさんという湘南台にある店舗でごさいます。次に

３ぺージ目３登録店舗数及び廃止についてです。こちらの表は

１０月６日現在の登録店舗数を反映させたものになります。

表の一番右の欄一番下の年度末登録数をご覧ください。１０月

６日現在の登録店舗数は、ひとキュン３２店舗、ふたキュン６

５店舗合計９７店舗になります。４ページ目に移ります。こち

らは、年度末登録数と新規登録数の関係をグラフにしたものと

登録ランク数の割合をグラフにしたものでございます。数字の

とおりとなりますのでご説明は割愛させていただきます。
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高橋副会長

林委員

事務局

（重森）

林委員

事務局

（重森）

続きまして、５ページ目をご覧ください。こちらは、今年度の

廃止店舗数になります。廃止店舗数の一覧について記載してお

ります。前回の協議会の内容と変わりありませんので説明は割

愛させていただきます。６ページ目以降は、１０月６日の登録

店舗一覧を載せていますのでご確認お願いいたします。

ご説明は以上でございます。

ありがとうございました。ただいま、事務局から説明がありまし

たが、ご質問やご意見などがありましたらお願いします。

おいしい藤沢産のホームページから利用推進店のページを見て

いく時に、まだロゴになった写真が結構たくさんあると思うの

ですが、お店に写真の提供をお願いして現在の状況になってい

ますか？

はい。今林委員のおっしゃるように全ての登録店に写真の提供を

お願いをしておりますが、写真の提供がない店舗は代わりにロゴ

マークを配置している状況です。

なるほど、そうしている間にも、たくさんの方がご覧になってい

ると思いますので、結構写真の提供を求めてもいいのかなという

風に思います。あと、画素数の荒い写真ですと、クリックしても

きれいな写真でないので、画素数のいいデータをいま一度お願い

してもいいのかなと思います。

ありがとうございます。また近いうちに、全ての藤沢産利用推進

店にお知らせする内容がございますので、あわせてお願いできれ

ばと思っております。
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高橋副会長

友田委員

事務局

（重森）

高橋副会長

事務局

（重森）

　　　

林委員これでよろしいでしょうか。他にご質問やご意見ございま

すでしょうか。

６ページの登録店舗一覧なのですが、ナンバー３３に三笠会館鵠

沼店は９月１９日で閉店しておりまして、もしかしたら他にも閉

店しているお店があるかもしれないのでいま一度一覧を見直し

が必要と思います。

ありがとうございます。いま一度確認いたします。

ありがとうございます。他にご意見、ご質問ありますでしょうか。

ないようですので「議題（２）令和３年度地産地消に関するアン

ケート調査について」、事務局から説明をお願いします。

資料２地産地消に関するアンケート調査についてご説明いたし

ます。昨年度に引き続き、地産地消に関するアンケート調査を市

民向けに実施していきたいと考えております。

主な目的は、地産地消及び藤沢産農水産物に対する意識や関心、

消費者の購買動向などについて調査し、今後の施策や事業の検討

の参考にすることです。調査対象者は、１８歳以上の市内在住者

３，０００人を対象としておりまして、本市で管理している住民

基本台帳から無作為に抽出いたします。実施時期は、今年の１１

月15日から1ヵ月程度を予定しております。調査方法はアンケー

ト調査用紙を郵送で送りまして返信用封筒にてご回答いただく

方法もしくは、QRコードを読み込んでオンラインで回答する方法

の２パターンございます。回収者数は１５００人、回答率は５０％
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高橋副会長

事務局

（安部川）

を見込んでいます。アンケート内容は次のページ以降の地産地消

に関するアンケート調査票をご覧ください。１～４番につきまし

ては、一般的なアンケート調査の質問内容になっております。５～１

５番は藤沢市関係なく一般的な地産地消に関する質問内容を設

けております。１６～２２番は藤沢産に関する質問を設けており

ます。前回と異なる点につきまして１６の「藤沢産といえば何を

連想しますか」という回答を選択制としまして昨年度回答が多か

ったものを記載しております。また、その他の欄を設けておりま

すので選択肢以外の回答もいただければと考えております。２３

番以降は我々が地産地消を推進していく上で特に聞きたい質問

を設けております。最後にこのアンケート調査にご意見があれば

記載してもらうことになっております。以上が質問内容でござい

ます。

昨年度、地産地消に関するよいデータがとれましたので今後も継

続してデータを集積して今後の地産地消の取り組みに役立てて

いきたいと考えております。ご説明は以上でございます。

ありがとうございます。ただいま、事務局から説明がありまし

たが、ご質問やご意見などがございましたらお願いします。

ないようですので、次に移りたいと思います。

「議題（３）第５期藤沢市地産地消推進計画（案）について」、

事務局から説明をお願いします。

「議題（３）第５期藤沢市地産地消推進計画（案）について」ご

説明申し上げます。着座にて説明させていただきます。

お手元の資料３と資料４をご覧いただけますでしょうか。

前回の８月３１日に開催した協議会でのご意見とその後、３名の
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委員の方からご意見を頂戴いたしましたので、そのことを踏まえ、

計画の素案を修正し、計画（案）を作成いたしました。

　資料３の網掛けをしている箇所が修正をした箇所となります。

　資料４につきましては、委員の皆様から頂戴いたしましたご意

見と事務局からの修正案についてまとめたものとなります。資料

４を中心にご説明させていただきますので、それとあわせて資料

３をご覧いただきますようお願いいたします。

　資料４の表になりますが、一番左の欄からＮｏ、前回の協議会

やその後に頂戴いたしましたご意見、変更点・考え方、変更前内

容、一番右の蘭が変更後内容になります。

一番左の蘭のＮｏの順に説明させていただきます。

　Ｎｏ１をご覧ください。

・内容に影響がない言い回し及び誤字脱字等の修正

・写真の変更・追加

・用語解説の追加、内容の一部を修正

・資料３の計画の４１ページの「１ 重点的に取り組む施策」及

び４９ページの「２ 長期的に取り組む施策」の冒頭にＳＤＧｓ

の１７の目標のうち該当する目標のアイコンを追加いたしまし

た。

　目標のアイコンにつきましては、現在、市のＳＤＧｓの担当部

署にも確認をしておりますので、目標のアイコンの追加などの変

更があるかもしれません。

　　次に、Ｎｏ２になります。計画は１ページから３ページをご

覧ください。中山委員から、課題として、定義された「計画」に

対して、「本計画」「本計画（第５期）」等の曖昧な表現がされ、

全章に亘り、「計画」の記述レベルの差異が見られる。

差異の内容として、「１ 計画策定の趣旨」は計画全体（第１期～

現在まで）の策定趣旨や経緯について記述した上で、第５期計画
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の策定趣旨や方針を記述し、「２ 計画の位置付け」では、計画

全体の記述のみで第５期計画については言及なし。「３ 計画の

期間」では、第５期計画の記述のみに止まり、計画全体について

の言及なし。となっている。

修正検討依頼の内容として、

①各項とも、計画全体（第１期から現在に至る）について記述し

た上で、第５期にフォーカスした内容を追記する形式に統一する。

②「２ 計画の位置付け」に、第５期に当たっての記述を付け加

える。

例：関係計画・方針との連携の中に、「藤沢市観光経済再活性化

プラン」(2021)、「ふじさわシティプロモーション推進方針（第2

期）」(2019)を加筆する。

③「３　計画の期間」に、計画全体への言及、過去の更新期間

（3年間）を追記。「計画の期間」が、従来は3年間で、今期から5

年間に変更したこと、その経緯や理由等の説明がない。

とのご意見を頂戴いたしました。

①につきましては、

・表記を「本計画（第５期）」で統一

・「１ 計画策定の趣旨」のところで、第１期から現在までの全

体の経緯について記載しておりますので、「２ 計画の位置づけ」

「３ 計画の期間」では、記載しておりません。

②につきましては、

計画の３ページの関連計画との連携に「藤沢市観光経済再活性化

プラン」、「ふじさわシティプロモーション推進方針」を追記い

たしました。

③につきましては、計画期間を３年間から５年間に変更したこと

の経緯や理由のついては、計画の３３ページの「第４章　第５期

計画に向けた施策の検討」の中で説明をしており、一部内容を修
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正しております。修正した内容につきましては、一番右側の欄を

ご覧ください。「なお、計画の期間については、第１期計画から

第４期計画までは３年間としてきましたが、本計画（第５期）策

定にあたっては、重点的に取り組む施策に「藤沢ブランドの創出」

を位置づけるなど、施策の調整や実施までに期間を要することが

想定されることから５年間とすることとしました。」と修正いた

しました。

次に、Ｎｏ３、Ｎｏ４になります。

計画の５ページをご覧ください。中山委員から、「第２章　藤沢

市の農水産業」のリード文に方位を表す語句が多用され、分かり

にくいとのご意見を頂戴いたしましたので、分かりやすく内容を

修正いたしました。また、Ｎｏ４については事務局から修正案と

して、リード文に農業算出額を追記いたしました。修正後の内容

になりますが、本市の面積は６９．５６㎢、関東平野の西南部に

広がる相模台地の南に位置しています。

　市の西南部は砂質土壌、中・北部は火山灰土壌が広がり、平坦

な土地が多く、畑作、果樹栽培等に適しており、東西を潤す河川

の流域では稲作が行われています。また、南は相模湾に面し、漁

業が行われています。

　本市の人口は４４０，７０４人(２０２１年（令和３年）９月１

日現在）で、販売農家戸数は５５７戸となっています。経営耕地

面積は５６６．４３haで、地目別には畑４０５．０５ha（７

２％）、田９２．８ha（１６％）、樹園地６８．５８ha（１

２％）となっており、耕種、畜産、加工農産物を合わせた農業算

出額（推計）は５２億円で県内４位となっています。＜２０２０年

農林業センサス※4　、平成３１～令和２年関東農林水産統計年

報＞
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　また、本市には、江の島片瀬漁業協同組合と藤沢市漁業協同組

合があり、両組合の漁業者数の合計は８７人となっています。＜

令和２年港勢調査※5＞と修正いたしました。

次にＮｏ５をご覧ください。

　中山委員から、重点的に取り組む施策の「（１）藤沢ブランド

の創出」で、かながわブランドへの登録を目標としているが、

「第２章 藤沢市農水産業」では、かながわブランドに登録され

ている農水産物の記載がされていないものもあるため、戦略的に

資料を作成したほうがよい。とのご意見を頂戴いたしました。

　計画の５ページの「（１）野菜」、１１ページの「（６）畜

産」、１３ページの「（７）水産」にかなわがわブランドに登録

されている農水産物が分かるように追記いたしました。

　

次に、Ｎｏ６になります。計画は１３ページをご覧ください。

　「第２章 藤沢市の農水産業」（７）水産の「主な水揚げ量の

数量」を修正いたしました。修正後の数量については、一番右側

の欄をご覧ください。

　次に、Ｎｏ７になります。計画は２６ページから３２ページを

ご覧ください。

　青柳委員から、「第３章 第４期計画で実施した取組と進捗状

況」の長期的に取り組む施策の状況の目標の達成度の記載をしな

いのかというご意見を頂戴いたしました。こちらにつきましては、

第４期計画では、長期的に取り組む施策について、目標値を設定

しておりませんでしたので、参考として取組の状況を記載してお

ります。



13

　次にＮｏ８になります。計画は４１ページをご覧ください。

　田中委員から、重点的に取り組む施策「（１）藤沢ブランドの

創出」の「ア 藤沢ブランドとなる新たな産品の開発」について、

　折角生産者と新商品開発を目論むのであれば、「海外輸出・海

外販売」を網羅することを大目標にされると面白いと思います。

また現品で「有機の生産管理野菜・鵠沼魚醤・たたみイワシ」な

どは海外の日本ファンにアピールすれば直ぐ拡散可能ではない

かと思います。とのご意見を頂戴いたしました。

こちらにつきましては、「海外輸出・海外販売」へ向けて、ブラ

ンド化を推進していく場合もあるかと思いますが、本計画は地産

地消推進計画でありますので、地元で生産されたものを地元で消

費するための計画であるため、ブランド化を図り、まずは市民が

藤沢産農水産物に愛着を感じていただき、そのことにより生産量

の拡大や地産地消の推進につなげていきたいと考えております。

　また、その結果、生産量が拡大することにより地産外商にもつ

ながるものと考えております。Ｎｏ８につきましては、計画への

反映は行っておりません。

　

次にＮｏ９とＮｏ１０になります。計画は４１ページをご覧くだ

さい。

　はじめにＮｏ９になりますが、中山委員から、「（１）藤沢ブ

ランドの創出」の具体的な取組の 「ア　藤沢ブランドとなる新

たな産品の創出」と「イ　藤沢産農水産物を利用した加工品の開

発支援」の違いが分かりづらい。産品というと、加工品も包含し

た語彙に感じる。計画を見られた方が分かりやすいように表現を

変更したほうがよい。とのご意見を頂戴いたしました。こちらに

つきましては、「ア」を一次産品、「イ」を加工品として整理し

修正をいたしました。
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　次に、Ｎｏ１０になります。こちらも中山委員から、課題とし

て、「藤沢ブランド」の位置付けが不明確であり、他の「ブラン

ド」「名産品」「特産品」等と混同する懸念がある。

修正検討依頼として、ふじさわ観光名産品協議会によって認定さ

れている「ふじさわ観光名産品」、また、一次産品である海産物・

農産物１１品目が認定されている「ふじさわ特産品」との関係を

明確化すべきである。さらに、「かながわブランド」での産品名

の登録を踏まえ、棲み分けと交通整理とが必要とのご意見を頂戴

いたしました。交通整理とは、内在する問題の解消が必要。例え

ば藤沢産トマトは、「ふじさわ特産品」の中では「湘南トマト」

であるが、「かながわブランド」では「さがみのトマト」となり、

「しょうなんトマト」は平塚・大磯等産に使用されている。

こちらにつきましては、藤沢ブランドとは、ブランド化を図るこ

とにより、藤沢産農水産物の付加価値を高めるとともに、市民に

藤沢産農水産物に対して愛着を持っていただくためのものと考

えております。

また、登録名が異なることについては、「藤沢観光名産品」の名

産品・特産品の登録は３年に１度、更新がされるため、関係機関

と相談のうえ、名称変更について働きかけしてまいります。

　

次に、Ｎｏ１１からＮｏ１３までになります。計画の４１ページ

をご覧ください。重点的に取り組む施策の「（１）藤沢ブランド

の創出」の具体的な取組「ウ　未利用魚の利用促進」についてに

なります。

　始めにＮｏ１１になりますが、中山委員から、「ウ　未利用魚

の利用促進」については、ＳＤＧｓの取組、食品ロスの取組を言

っており、江の島片瀬漁業協同組合が実施している江の島フィッ

シャーマンズマルシェなどが該当してくると思うが、もう少し充
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実して記載することを希望するとのご意見を頂戴いたしました。

　こちらにつきましては、加工品やイベントにおいて利用促進を

図ることを追記いたしました。また、本文に記載していた未利用

魚の説明を、用語解説として追記いたしました。

　次に、Ｎｏ１２になります。こちらは、事務局からの修正案と

なります。タイトルを「未利用魚の利用促進」から「未利用魚の

認知度向上」に修正するというものでございます。変更理由とい

たしましては、施策が「藤沢ブランドの創出」になりますので、

利用促進ですと需要拡大の意味合いが強くなるため、利用促進を

図ることにより、認知度向上に努め、将来的にはブランド化まで

つなげていくという意味で、「未利用魚の認知度向上」に修正い

たしました。

　Ｎｏ１３につきましては、青柳委員から、テレビ神奈川の情報

番組で、未利用魚が漁獲量の大半を占めることを知り、未利用魚

の利用促進について再認識したとのご意見を頂戴いたしました。

　委員の方からのご意見と事務局からの修正案を踏まえ、一番右

側の欄のとおり修正いたしました。

　「ウ　未利用魚の認知度向上、市は、漁業協同組合や関係機関

と連携し、未利用魚を活用した加工品の開発やイベントにおける

販売や食材としての使用などにおいて利用促進を図ることによ

り、未利用魚のＰＲに努めます。」と修正いたしました。タイト

ルを修正いたしましたので、５５ページの比較表も修正しており

ます。

　次に、Ｎｏ１４になります。計画は４２ページをご覧ください。

　中山委員から、重点的に取り組む施策の「（１）藤沢ブランド

の創出」の目標値の設定について、①として、ブランド力が強い

とは言えない「かながわブランド」への登録件数を増やすだけで
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は、「藤沢ブランド」のブランド力を高める効果は期待できない。

追加検討依頼として、全国的なレベルでのブランド力向上に寄与

するブランドリストへの登録を目標値に追加する。例として、全

国規模のプロジェクトであるプライドフィッシュを目標値に加

えてはどうかとのご意見を頂戴いたしました。

　こちらにつきましては、プライドフィッシュは、県域で登録数

が制限されております。それと比べて、「かながわブランド」は、

農水産物や加工品など、幅広く登録が行えるため、本計画では、

「かながわブランド」への登録を目標値として設定しております。

目標設定していないブランド力向上に寄与するブランドリスト

への登録についても、「かながわブランド」への登録とあわせて

進めていく必要があると考えております。

②として、現状において「かながわブランド」への登録産品に

「藤沢・ぶじさわ」と名がつくものが皆無であるのに「藤沢ブラ

ンド」力の向上が期待できるのか。目標値である「かながわブラ

ンドへの登録件数」に「藤沢・ふじさわ」を冠、或いは引用する

産品の登録数値目標に加える。今後の課題として、藤沢ではブラ

ンド力が弱いため、湘南に頼る傾向があるが、「湘南ふじさわ」

などに名称を変更してもらう働きかけが必要であるとのご意見

を頂戴いたしました。

　こちらにつきましては、今後、「かながわブランド」へ登録す

る藤沢農水産物や加工品については、「藤沢・ふじさわ」を冠に

付けていただけるよう関係機関に働きかけをしてまいりたいと

考えております。そのため、目標値の設定に「うち登録名に「藤

沢・ふじさわ」が入っているもの　５件」を追記し、今後、「か

ながわブランド」へ登録していく産品については、「藤沢・ふじ

さわ」を名称に入れて登録をしていきたいと考えております。な

お、今後の課題の既存の名称の変更につきましては、現時点でブ
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ランド化がされ、一定の認知度があるものもありますので、名称

変更は難しいとは思いますが、機会を捉えて働きかけをしていく

必要があると考えております。

　次にＮｏ１５になります。計画は４３ページをご覧ください。

　田中委員から、重点的に取り組む施策の「（２）藤沢産農水産

物等の学校・保育園給食供給強化」について、「食育の成就が地

産地消施策のポイントだと思っています。給食で食べることはも

ちろんですが、コロナ禍で在宅ワークが増えたことによる中食の

変化があります。「レシピコンテスト」をウェブ上で行う自治体

が増える傾向だと思います。年代別やカテゴリーで区分けしては

どうか」とのご意見を頂戴いたしました。

　こちらにつきましては、本市においても、２０１０年から２０１２

年にかけて、市とＮＰＯ法人の協働事業として、「藤沢市地産地

消レシピコンテスト」開催し、優秀レシピは次年度の小学校給食

メニューや市内のレストランメニューとして採用され、ホームペ

ージ等でレシピを紹介いたしました。

　来年度以降に、健康づくり課で学生向けのレシピコンテストの

開催を検討していると伺っておりますので、連携しての開催など、

具体的な取組については、実行委員会でご意見をいただき検討し

ていく必要があると考えておりますので、Ｎｏ１５につきまして

は、計画への反映はしておりません。

　次に、Ｎｏ１６になります。計画は４３ページをご覧ください。

　事務局からの修正案になります。重点的に取り組む施策

「（２）藤沢産農水産物等の学校・保育園給食供給強化」の具体

的な取組の「エ」のタイトルと内容を修正いたしました。一番右

の欄をご覧ください。タイトルを「給食を通じた藤沢産農水産物

の情報発信」から「エ　給食を通じて家庭への情報発信」に修正
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し、内容につきましては、「市は、単に給食に藤沢産農水産物等

を使用するだけではなく、家庭においても、藤沢産農水産物等に

ついて理解を深めてもらえるよう家庭向けの情報発信に努めま

す。」と修正いたしました。タイトルを修正いたしましたので、５５

ページの比較表も修正しております。

　次に、Ｎｏ１７になります。計画は４４ページをご覧ください。

　事務局からの修正案となります。重点的に取り組む施策の

「（２）藤沢産農水産物等の学校・保育園給食供給強化」の目標

値の設定の目標１の保育園の５年後の目標値を１，１２０㎏から

保育園１４園の米の使用量のひと月平均である１，０００㎏に修

正いたしました。修正内容は一番右の欄をご覧ください。

　次に、Ｎｏ１８になります。計画は４４～４６ページをご覧く

ださい。

　事務局からの修正案となります。４５、４６ページの「学校給

食における青果物の藤沢産の使用状況について」の表の数値を一

部修正いたしました。　そのことにより、藤沢産の割合が「１

８．２％」から「１７．７％」に変更がございましたので、５年後の

目標値も「２３．２％」から「２２．７％」に修正しております。

　次に、Ｎｏ１９になります。計画は４７ページをご覧ください。

　青柳委員から、重点的に取り組む施策の「（３）地産地消の普

及啓発・食育施策との連携強化」の具体的な取組の「オ　藤沢産

農水産物等の表示」について、「野菜購入時に、藤沢産ロゴマー

クシールがついていると、新鮮さを感じます。シールの効果があ

ると思います。」とのご意見を頂戴いたしました。
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　次に、Ｎｏ２０になります。計画は４９ページをご覧ください。

　田中委員から、長期的に取り組む施策の「（１）藤沢産農水産

物の付加価値向上に取り組む施策」の「ア　安全・安心な藤沢産

農産物の生産・流通体制の整備」の具体的な取組の「（イ）生産

履歴の普及」について、「「有機ＪＡＳ」につながるＧＡＰの取

得は農家様の業務増になるのでデジタル利用手段（ＤＸ）で積極

的に行政でフォローして頂きたい事項です。また、消費者も「無

農薬・低農薬・有機栽培」をキチンと理解すべきですので大規模

販売店のバイヤーや商品試験室などと協議して買い手側の知識

改善も並行できれば素晴らしいと思います。」とのご意見を頂戴

いたしました。

　こちらにつきましては、「ＧＡＰ」の取得は、農業においての

食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための

生産工程管理の取組をいうもので、ＧＡＰの取得がすべて「有機

ＪＡＳ」につながるものではないと考えております。生産履歴は、

播種・定植・収穫・出荷の記録や農薬の使用記録などが確認でき

るもので、有機農業や慣行農業に関係なく、生産履歴の普及を推

進する必要があると考えております。

　また、各種申請手続きが農家の業務負担になることにつきまし

ては、国においては、各種申請においてデジタル化の推進に取り

組んでおり、本市におきましても、デジタル化の推進に取り組ん

でおりますので、農業者及び水産業者の負担軽減につながるデジ

タル化の取組を推進する必要があると考えております。

　なお、買い手側の知識改善につきましては、実行委員会でご意

見をいただき、具体的な取組について検討していく必要があると

考えております。　Ｎｏ２０につきましては、計画への反映はし

ておりません。
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　次に、Ｎｏ２１になります。計画は４９ページをご覧ください。

　事務局からの修正案となります。長期的に取り組む施策の

「（１）藤沢産農水産物の付加価値向上に取り組む施策」の「ア　

安全・安心な藤沢産農産物の生産・流通体制の整備」の「（ウ）

持続可能な生産及び流通体制への取組支援」については、計画の５３

ページの「持続可能な生産環境への支援」と重複(ちょうふく)

するため、削除いたしました。

　次に、Ｎｏ２２になります。計画は５０、５１ページをご覧くだ

さい。

　田中委員から、長期的に取り組む施策の「（１）藤沢産農水産

物の付加価値向上に取り組む施策」の「ウ　藤沢産農水産物等の

おいしい・旬の普及啓発・情報提供」の具体的な取組の「（ウ）

「おいしい藤沢産」ホームページ等での情報発信について、「先

週の「人生の楽園」でトマト農家様がピザを移動販売している情

報がありました。さがみはらのお客様で藤沢移住を真剣に考える

お客様がいらっしゃいました。湘南藤沢の魅力を伝える手段とし

て最高の手段だと思いました。野菜農家様がお店に納品される際、

直ぐ商品を手に取って購買されるお客様は「農家の一番やってい

る食べ方・農家の奥様の野菜処理方法とレシピ」を聞いている方

が多く、ホームページ・メルマガでアップすると特徴が出ると思

います。」とのご意見を頂戴いたしました。

　こちらにつきましては、具体的な取組の「（ア）藤沢産農水産

物等のおいしい食べ方等のＰＲ」に、農業者・漁業者のとってお

きレシピなど、様々な食べ方について情報発信します。」と追記

いたしました。また、タイトルを、「ＰＲ」から「情報発信」に

修正をしております。

　タイトルを修正いたしましたので、５５ページの比較表も修正
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しております。

　次に、Ｎｏ２３になります。計画は５１ページをご覧ください。

　事務局からの修正案になります。長期的に取り組む施策の

「（１）藤沢産農水産物の付加価値向上に取り組む施策」の「エ　

藤沢産農水産物等の需要拡大・供給強化」の具体的な取組の

「（ア）藤沢産利用推進店の充実」に、オンラインによる申請手

続きの負担軽減について追記いたしました。修正案は一番右の欄

をご覧ください。

　次に、Ｎｏ２４になります。計画は５２ページをご覧ください。

　田中委員から、長期的に取り組む施策の「（２）本市農水産業

を維持・発展させるため継続的に取り組む施策」の「ア　担い手

の育成支援及び確保」の具体的な取組の「（ウ）農福連携による

担い手の育成」について、「農福連携による担い手の育成で、

「農地の確保と遊休地利用方法」のアドバイスができれば農業従

事される方が入りやすいと思います。また、ＮＰＯ法人なども期

待ができると考えます。」とのご意見を頂戴いたしました。

こちらにつきましては、現在、農福連携による担い手の育成に限

らず、農外からの新規参入者などに対しても、農地の確保や遊休

農地の活用も含め、参入に関する支援と参入後のフォローアップ

を実施しております。そのため、Ｎｏ２４につきましては、計画

への反映はしておりません。

　最後にＮｏ２５になります。計画は５６ページをご覧ください。

　田中委員から、「ＰＤＣＡサイクルで回していくことは現在の

計画と同じかと思いますが、ＫＰＩの置き方が一番大切になるは

ずです。数値の裏付けを「５年で達成する数値」を「３年で達成で
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北会長

中山委員

きる数値」にし、残りの２年を再修正、達成数値でプラスαする

か、下方修正加味するかの判断を部会で行うようにしてはいかが

でしょうか」とのご意見を頂戴しております。

　こちらにつきましては、５年後の目標値を設定した中で、計画

の推進にあたっては、毎年、地産地消推進協議会において、進捗

状況や今後の見通しを報告し、その中で協議会のご意見を伺い、

目標設定の変更も踏まえ柔軟に対応してまいりたいと考えてお

りますので、Ｎｏ２５につきましては、計画への反映はしており

ません。

　以上で、「議題（３）第５期藤沢市地産地消推進計画（案）に

ついて」に係るご説明を終わらせていただきます。よろしくお願

いいたします。

ありがとうございました。遅れてまいりました北でございます。

高橋副会長から引き継ぎ議事を進めてまいりたいと思います。た

だいま、事務局から説明がありましたが、ご質問やご意見などが

ございましたらお願いします。

提案された中山委員いかがでしょうか。

　

中山です。提言させていただいた課題はほとんど反映されてい

る。記述としてはこれでよいと思います。14番なのですが、私が

思っている課題というのは、藤沢ということばをつけるというこ

と。一方で藤沢というのはまだブランドではないですね。湘南と

皆つけたがる。具体的に申し上げますと、この神奈川ブランドに

登録されている１８品目の中でも湘南はまぐり、江の島カマスと

か全部藤沢単独のものなので、藤沢とつけてもいい。湘南オリー

ブプレミアムもですし、実際に使わないというのはブランド力が
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北会長

中山委員

低いから。これは仕方がない。湘南というのは地区でとりあいに

なっている。そこで全体的に色々な団体にお聞きしたいのは地産

地消の委員会でございますけどもっと全体的に捉えて、湘南藤沢

○○というような統一した藤沢をうっていく。藤沢だけでは弱い

ので湘南藤沢○○というような提言をされるといいと思ってお

ります。これかなり難しいと思っておりまして、各団体の意見を

お聞きしたいと思っております。

特に気にしているのはトマト。トマトは藤沢観光名産品協議会の

中で認定されている藤沢観光名産品の中に藤沢特産品の中に湘

南トマトと湘南なんたらというのがある。ところが、神奈川ブラ

ンドでは藤沢はJAさがみのトマトになります。JAさんの課題にな

る。湘南トマトを名乗っているのはJA湘南でJA湘南は藤沢でなく

平塚になる。そういういろいろ課題があると思う。そういうのを

踏まえた上で難しいと思うが、そこは挑戦していただきたい。そ

の時にそれが難しければ、湘南藤沢○○と抵触することなく発展

させていくというお願いとそれに対して実際はこうなんだとい

う課題がございましたら教えていただきたい。よろしくお願いい

たします。

ありがとうございました。ネーミングについては、順次調整をし

ていくということになりますが、最後におっしゃった課題という

のはどういう風に捉えたらよろしいでしょうか。

現実的にこれから藤沢ブランドとしての農水産物を作る上で湘

南藤沢○○とつけるのが難しいかどうかということです。

今のご意見いかがでしょうか。
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北会長

事務局

（安部川）

北会長

中山委員

今の中山委員のご質問ですが今もうすでにブランド化されてい

て名前がついているものを変更するというのは、難しいと考えて

います。その中でも、名称を変更できるものがあれば藤沢とい

う名称をその中にとりいれてもらうよう働きかけはしていきた

いというのが一点あります。

これから、新たに登録する産品については、藤沢という名称を

いれていただくように団体ないし市からも働きかけをしていき

たい。今現在、ブドウとかナシも神奈川ブランドに入っていな

いので、藤沢のブドウ、藤沢のナシという形で登録をすすめて

いくことが必要と考えています。

あと、茅ヶ崎市ですとトルコナスというのを新に作りまして、

茅ヶ崎のトルコナスという形の表示をしていることがあります。

新に一次産品を開発した場合については、藤沢の○○という

形での登録を生産者の方と一緒に話をして進めていきたいとい

うことで今後について登録していくものについては、なるべく

藤沢という名称を入れた中で登録をしていくということで進め

ていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

中山委員よろしいでしょうか。できるところとできないところ

があるというお話ですが。

了解しました。極めて難しいのは、現状でかなり名前が通って

いるものに関して藤沢という名前を加えるというのは難しいと

おもうのですが、タイミングをとらえて。

先ほどの藤沢名産品特産品ですが３年更新となります。次は２

０２３年３月で更新時期がかなり先になりますので、早めの交

通整理ができればと思います。
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北会長

事務局

（安部川）

北会長

ありがとうございました。他いかがでしょうか。修正内容につ

きましては、的確に修正をされてできているということですが

他提案された方よろしいでしょうか。

では、ご意見もなさそうですので、本日の結果を反映させた計

画（案）をパブリックコメントと議会への中間報告として進め

ていくということでよろしいでしょうか。

それでは、了解いただけたということで今後のスケジュール

について、事務局より説明をお願いします。

　今後のスケジュールでございますが、本日、ご意見をいただ

きました箇所について事務局で修正を行い、修正した内容で、

広く市民の皆様のご意見を伺うため、１２月上旬から１か月程

度、パブリックコメントを実施するとともに、１２月藤沢市議

会の建設経済常任委員会において、計画の中間報告を行う予定

です。

その後、パブリックコメントと議会で挙がったご意見を踏ま

え、計画の修正を行い、計画の最終案を作成し、１月に開催予

定の地産地消推進協議会において、計画の最終案を確認し、２

月藤沢市議会の建設経済常任委員会に報告を行い、３月下旬に

計画を策定し，４月から改定後の計画で取組を開始することと

なります。今後のスケジュールについては以上となります。

　ありがとうございました。このスケジュールなかなかタイト

でありますけれども、ここまで議論していればかなりスムーズ

にいくのではないかと思います。　

次に、「議題（４）その他」になりますが、委員の皆様、事務
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福岡

北会長

青柳委員

局から何かありますでしょうか。

令和３年度藤沢市地産地消推進事業実行委員会の事業について

事務局から１点ご報告があります。

７月の実行委員会で説明しました事業計画では、ふじさわ元気

バザール～藤沢野菜市～において、エコバックを持参し、野菜

を購入していただいた方２００名に藤沢産新米「はるみ」のプ

レゼントを行い、藤沢産米のＰＲを行う予定でしたが、事業内

容を変更して、藤沢産利用推進店テイクアウト部会連絡協議会

と連携し、お弁当で使用するお米に、実行委員会から提供する

新米はるみを使用し、その他にも藤沢産農水産物をおかずの食

材として使用した地産地消弁当を販売してもらう予定です。

実施時期及び場所につきましては、１１月中旬から下旬に市役

所本庁舎で、お昼時に販売を行う予定です。

お弁当の販売数量及びお米の使用量につきましては、現在調整

中となります。報告は以上となります。

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。

青柳委員どうぞ。

青柳です。推進計画の（案）の中で、２０ページの目標値の達

成度の記述が続けてあるのが気になりました。もう一か所２４

ページの頭にも目標値の達成度がついているのでいらないので

はないかと思いました。

今のご質問について、事務局で質問を繰り返して答えていただ

ければと思います。
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北会長

事務局

（安部川）

北会長

中山委員

北会長

今のところですが、２０ページのところで目標の達成度という

のがロゴマークの下に記載があって、その表の下にもまた記載

があるということだと思います。その辺のところにつきまして

は、目標の達成度、取組項目１つめ、２つめ、３つめとなるよ

うな形で修正させていただければと思いますのでよろしくお願

いいたします。

委員の皆様よろしいでしょうか。２０ページの指摘をいただき

ましたところです。それでは、事務局のほうよろしくお願いい

たします。

他にはいかがでしょうか。中山委員お願いいたします。

いろいろ検討ありがとうございました。昨日本屋で平積みの中

に果物図鑑というのがあって、ぶどうのところに藤稔が載って

いた。非常にうれしくて藤沢は入っていないけど藤が入ってい

る。読み進めていくと産地が山梨県になっている。それが非常

に残念。一番最初に青木果樹園で作って、そこでできて藤沢名

物として私も御中元なんかにも使っているが、それにもかかわ

らず生産量の問題か産地が山梨県になっている。こういう風に

ならないように、地産地消をどんどん進めてもその先にどうい

う風にして拡大していくか考えて政策とか計画をたててほしい

という要望でございます。いろいろとありがとうございまし

た。

では、ご要望ということで承りました。

ありがとうございました。他いかがでしょうか。よろしければ

この辺でご意見等いただくのは終わりにしたいと思います。

以上をもちまして藤沢市地産地消推進協議会の本日予定してい
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事務局

（安部川）

中山部長

た議題はすべて終了いたしました。計画は立ててしまうと安心

してしまうのですが、大切なのは実施にうつすことだと思いま

す。実行委員会の活動これも期待しておりますので、頑張って

いきたいと思います。よろしくお願いいたします。それでは、

事務局にお返しいたします。

ありがとうございました。

最後に、中山経済部長よりご挨拶を申し上げます。

みなさま、本日は長時間にわたりご議論いただきまして誠にあ

りがとうございました。また、今回の第５期の計画案を作成す

るにあたり今年度何回も協議会を開催していただいて忌憚のな

いご意見をいただき、またその間いろいろと資料をみていただ

きご意見を賜りまして今日反映をさせていただくべきところは

反映をして案を確定させていただいたところでございます。先

ほどのスケジュールの中でもごさいましたけれどもこの市議会

とまたパブリックコメントに付してまたそこでいただいたご意

見を踏まえて修正をして今年度中に案を確定して４月から実行

に入っていくということでございます。先ほど、中山委員、北

会長からご発言ございましたとおり、計画を作って安心という

ことではなくて、またその後の実行についてもまた活動状況に

ついては、協議会、実行委員会にきちっと報告をさせていただ

いてチェックをしていただくということで、引き続き計画をも

とに地産地消の推進を図ってまいりたいと思いますので今後と

もどうぞよろしくお願いいたします。また本日協議会のメンバ

ーの２年間の任期がここで終了して最後の協議会ということに

なります。２年間に渡りまして、本当にいろいろとご意見を賜

りましたところ改めてお礼申し上げます。誠にありがとうござ
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事務局

（安部川）

いました。引き続きの方もいらっしゃいますけれども本協議会

で最後となります。また、１月にこの協議会を開催させていた

だきますけれども委員の変更があっての協議会となりますので

このメンバーでは最後になります。本当に長い間ありがとうご

ざいました。本日は誠にありがとうございました。

任期満了にともないまして、現在市民公募委員の募集を行っ

ております。募集につきましては、１０月１日から１０月２５

日まで募集を行っております。また、関係団体からの推薦の方

につきましては、各選出母体の方と調整をさせていただきこの

後、選出依頼をさせていただくこととなりますのでよろしくお

願いいたします。次回の会議の予定ですが、１月２４日に開催

をしていきたいということで予定をしております。詳細な日程

につきましては、再度通知をさせていただきますのでよろしく

お願いいたします。

それでは、以上をもちまして第４９回藤沢市地産地消推進協

議会を閉会といたします。本日は、長時間にわたりありがとう

ございました。

本日、事務局でご用意させていただきました藤沢市地産地消推

進計画、右上に会議用のテプラが貼ってあるものにつきまして

は、返却となりますので、机の上にそのまま置いておいていた

だきますようお願いいたします。

以　　上
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